
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小
泉
内
閣
が
す
す
め
る
構
造
改
革
は
、
自
治
体
の

介
護
施
設
建
設
に
も
深
刻
な
影
響
を
あ
た
え
て
い
ま

す
。
日
野
市
で
は
、
い
ま
、
五
百
人
を
超
え
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
が
あ
り
、
施
設
の
整
備

は
待
っ
た
な
し
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
小
泉
内
閣
は
、
財
政
構
造
改
革
を
理
由

に
、
今
年
度
か
ら
そ
の
た
め
の
予
算
を
大
幅
に
削
減

し
て
き
た
の
で
す
。
新
し
く
施
設
を
つ
く
る
べ
く
準

備
し
て
い
た
市
に
と
っ
て
、
大
変
憂
慮
さ
れ
る
事
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

六
月
の
市
議
会
で
、
こ
の
問
題
を
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
自
民
ク
ラ
ブ
の
議
員
か
ら
さ
え
も
「
小
泉
政
治

は
も
う
だ
め
だ
」
と
い
っ
た
ヤ
ジ
が
で
る
一
幕
も
あ

り
ま
し
た
。 

 
介
護
や
福
祉
の
問
題
し
か
り
、
イ
ラ
ク
派
兵
問
題

や
有
事
法
制
、
と
り
わ
け
今
国
会
で
国
民
を
欺
い
て

ま
で
強
行
し
た
年
金
法
改
悪
で
、
小
泉
自
公
政
権
の

政
治
の
実
態
は
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

七
月
投
票
の
参
院
選
。
日
本
共
産
党
は
全
力
で
が

ん
ば
り
ま
す
。
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。 

    ２００４年 ６月発行 
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市議会議員 

て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
五
月
二
十
八
日
、
不

動
尊
の
縁
日
の
当
日
は
駅
前
で

署
名
と
宣
伝
行
動
を
行
な
い
、

参
詣
の
大
勢
の
利
用
者
に
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。 

 

高
幡
不
動
駅
は
、
近
隣
の
利

用
者
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の

お
年
寄
り
が
参
詣
に
訪
れ
る
駅

で
す
。
せ
っ
か
く
の
大
改
築
の

機
会
に
、
安
全
の
モ
デ
ル
に
な

る
よ
う
な
、
や
さ
し
い
駅
を
実

現
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 大企業や官庁が集中す

る千代田区で、草の根

活動に取り組んできた

今村さん。現場にかけ

つけ、痛みを受け止め

すぐ行動。いま、町工

場や商店街、特養老人

ホーム、障害者施設な

どを訪問・懇談、暮ら

し・福祉の要求を国政

へと、都内をかけめぐ

っています。 

 

八
月
に
着
工
が
予
定
さ
れ
て

い
る
京
王
線
高
幡
不
動
駅
の
改

築
は
、
安
全
性
に
問
題
が
あ
る

の
で
は
と
、
地
域
の
利
用
者
が

『
み
ん
な
に
や
さ
し
い
高
幡
不

動
駅
を
』
と
い
う
会
を
結
成
し

て
、
京
王
電
鉄
や
日
野
市
と
交

渉
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

計
画
で
は
線
路
上
に
橋
上
駅

が
つ
く
ら
れ
ま
す
が
、
『
会
』

で
は
、
改
札
口
は
で
き
る
だ
け

低
く
ホ
ー
ム
に
近
く
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
は
電
動
い
す
が
回
転
で

き
る
大
き
さ
の
も
の
を
、
通
路

の
余
裕
と
安
全
な
ど
を
要
望
し

☎ ５９１－７３７６ 
ａｋｉｔｏ.ｎ＠ｍ３.   
  ｄｉｏｎ.ｎｅ.ｊｐ 

 この６年間、歴代三

代の首相と国会論戦 24

回。暮らし、福祉から

平和、金権一掃まで、

国民の思いを正面から

ぶつけ、政府を追いつ

めてきました。テレビ

中継された質問は、大

きな反響をよびおこし

ています。 

参院選、全力でがんばります 
              中野あきと 

◇ 

六
月
市
議
会
の
詳
報
は
、
次
号
で 

 

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
中
野
市
議 

 

の
一
般
質
問
「
保
育
・
子
育
て
の
充 

 

実
」
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
」 

 

 

や
『
市
民
・
文
教
委
員
会
』
に
お
け 

 

る
、
学
校
統
廃
合
に
関
す
る
請
願
署 

 

名
の
結
果
な
ど
。 

◇ 

南
平
二
丁
目
・
四
丁
目
、
北
野
街 

 

道
イ
ゲ
タ
ヤ
付
近
の
拡
幅
工
事
に
つ 

 

い
て
、
住
民
の
方
か
ら
問
い
合
わ
せ 

 

と
要
望
が
あ
り
、
村
松
前
都
議
が
中 

 

野
事
務
所
に
都
道
の
工
事
担
当
者
を 

 

呼
ん
で
、
状
況
の
説
明
を
受
け
ま
し 

 

た
。
工
事
は
間
も
な
く
終
了
す
る
と 

 

の
こ
と
で
す
。 

◆ミニ・ニュース◆ 

上田耕一郎さん、井上美代さんの活動を引き継いで 

  

いまむら じゅんいちろう 

  
比例代表

 

こいけ あきら（活動地域）東京・神奈川・千葉・山梨 

高幡不動駅の改築 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前号でお知らせした、東豊田１丁目地域で問題となっていた、区画

整理隣接地の住環境悪化問題は、住民の要求が受け入れられる形で解

決がはかられる見通しとなりました。 

 この問題は、区画整理の財源を生み出すために確保されていた保留

地を整備するために、盛土、擁壁などが計画され、隣接する住宅の環

境が悪化。ずさんな工事もあって、住民の方々が立ち上がり、ねばり

強い交渉が行なわれてきました。 

 相談を受けた中野あきと市議は、住民の方々と共に、対市交渉や区

画整理組合のコンサルタントと交渉し、盛り土で上がる地盤面を下げ

ることや、一番影響の大きい部分については、売却して建築物を建て

る等の土地利用は当面行なわないことなど、隣接住民の要求にそった

回答がなされました。 

東豊田区画整理周辺の住環境問題 

住民のねばり強い交渉で解決へ 

富士電機跡地で土壌汚染 

 マンション用地として売却され、高層マン

ション建設で問題となった富士電機の工場跡

地で、今度は土壌から高濃度の鉛や有機溶剤

などの有害物質が検出され、問題となってい

ます。とくに富士電機システムズが、汚染実

態の事前説明を行なうことなく汚染の対策作

業をすすめたことから、近隣住民の強い不信

感を招き、土壌汚染の調査結果に対しても、

多くの疑問の声があがっています。 

 日本共産党の村松みえ子前都議と市議団は

「地下水が汚染されている可能性があるにも

かかわらず、調査対象を土壌の範囲に限定し

ているのは問題」と、先月、富士電機システ

ムズに申し入れをおこないました。 

 

「
自
民
や
公
明
は
ダ
メ
。
だ
か

ら
こ
の
前
は
民
主
党
に
入
れ
た
の

よ
」
「
二
大
政
党
で
少
し
は
変
わ

る
と
思
っ
た
け
れ
ど
‥
‥
」
。
地

域
の
参
院
選
の
対
話
活
動
で
、
こ

ん
な
反
応
が
聞
か
れ
ま
す
。
「
で

も
期
待
外
れ
」
と
い
う
声
も
あ
り

ま
す
▽
「
保
険
料
の
値
上
げ
は
歯

止
め
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」
「
給

付
は
現
役
世
代
の

％を

確
保
」

と
い
う
二
大
看
板
。
「
こ
れ
で
百

年
安
心
」
と
年
金
改
悪
法
を
自
民

や
公
明
は
宣
伝
し
ま
し
た
。
こ
れ

が
す
べ
て
偽
り
。
日
本
共
産
党
の

小
池
晃
議
員
の
追
求
で
暴
露
さ
れ

る
と
、
共
産
党
な
ど
の
質
問
権
も

封
殺
し
て
の
強
行
採
決
。
ダ
メ
の

上
塗
り
で
す
▽
消
費
税
を
当
て
に

す
る
の
は
自
公
と
一
緒
。
党
首
の

年
金
未
納
問
題
が
明
ら
か
に
な
る

と
、
そ
そ
く
さ
と
三
党
合
意
。
国

民
の
法
案
反
対
の
強
風
に
あ
お
ら

れ
一
転
合
意
の
棚
上
げ
。
そ
ん
な

民
主
に
も
強
い
批
判
が
聞
か
れ
ま

し
た
▽
強
行
し
た
年
金
法
の
破
た

ん
は
必
至
で
す
。
国
民
の
審
判
に

よ
る
新
し
い
国
会
で
は
、
実
施
を

や
め
さ
せ
納
得
で
き
る
制
度
を
つ

く
り
直
し
ま
し
ょ
う
。
日
本
共
産

党
は
国
民
に
新
た
な
重
い
負
担
を

求
め
な
い
『
安
心
で
き
る
年
金
制

度
』
を
提
案
し
て
い
ま
す
。 

短 

信 

   

 
 

       
 
 

前
都
議
会
議
員 

村
松
み
え
子 

 

時
代
の
逆
行
を
許
さ
な
い 

  

六
月
八
日
、
都
議
会
を
傍
聴
し
て
き
ま

し
た
。
卒
業
式
、
入
学
式
時
の
「
日
の
丸 

・
君
が
代
」
の
強
制
に
つ
い
て
、
日
野
市

選
出
の
自
民
党
都
議
の
質
問
は
、
徹
底
に

従
わ
な
い
教
員
は
、
学
校
か
ら
追
放
さ
せ

る
こ
と
ま
で
、
都
教
育
委
員
会
に
求
め
る

と
い
う
異
常
さ
で
し
た
。 

 

こ
の
質
問
で
さ
ら
に
「
こ
ん
な
こ
と
ま

で
」
と
驚
い
た
の
は
、
武
蔵
野
、
三
鷹
の

先
生
方
が
、
「
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
に

反
対
」
「
わ
た
し
た
ち
教
職
員
は
教
え
子

を
戦
場
に
送
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
趣
旨
に

賛
同
す
る
、
先
生
方
の
実
名
が
入
っ
た

組
合
で
出
し
た
チ
ラ
シ
へ
の
攻
撃
で
し

た
。 

 

こ
れ
を
新
聞
に
折
り
込
ん
で
市
内
各

所
に
配
布
し
た
こ
と
は
、
「
教
育
の
場

に
特
定
の
考
え
方
を
持
ち
込
む
こ
と
が

う
か
が
え
る
」
「
政
治
的
意
見
を
公
に

し
た
も
の
」
と
、
歪
曲
し
て
攻
撃
し
て

い
る
こ
と
で
す
。 

 

し
か
し
、
市
教
育
委
員
会
の
見
解
は

『
「
思
想
及
び
良
心
の
自
由
」
「
表
現

の
自
由
」
に
基
づ
く
行
為
で
あ
り
、
地

方
公
務
員
法
を
ふ
く
め
法
的
に
問
題
の

な
い
こ
と
と
い
え
る
。
ま
た
、
教
職
員

個
人
の
社
会
的
意
見
表
明
は
認
め
ら
れ

る
』
と
し
て
い
ま
す
。 

 

い
ま
、
子
ど
も
が
中
心
の
学
校
教
育

が
、
石
原
都
政
の
も
と
危
機
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
時
代
逆
行
の
攻
撃
を
、

跳
ね
返
す
力
を
、
参
院
選
で
示
し
ま
し

ょ
う
。 

築
・
耐
震
工
事
を
早
急
に
」

と
い
う
大
規
模
な
署
名
運
動

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
運
動
は
、
平
山
小
の

学
区
域
の
全
世
帯
を
対
象
に

行
な
わ
れ
、
す
で
に
前
回
市

教
委
に
提
出
し
た
署
名
数
の

千
名
を
大
き
く
上
回
る
、
約

四
千
名
に
達
し
て
い
ま
す
。 

 

市
議
会
の
対
応
が
注
目
さ

れ
ま
す
。 

 

平
山
小
学
校
と
平
山
台
小

学
校
の
統
廃
合
は
、
市
教
育

委
員
会
で
は
計
画
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
保
護
者
や
住
民

の
方
々
が
つ
く
る
『
統
廃
合

を
考
え
る
地
域
協
議
会
』
で

は
協
議
が
不
十
分
と
し
て
、

今
度
は
市
議
会
に
む
け
て

「
合
意
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま

の
強
行
は
し
な
い
」
統
合
計

画
と
は
別
に
「
平
山
小
の
改

 合意のない強行はするな 

◉国庫負担による最低保障年金制度など、日本共産党は「安心できる年金制度」を提案しています。資料ご希望の方は、お届けいたします。 


